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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年10月期第３四半期 2,991 13.9 513 46.2 460 53.5 304 52.3

2021年10月期第３四半期 2,627 △8.1 350 △18.2 300 △21.0 199 △20.6

（注）包括利益 2022年10月期第３四半期 303百万円（51.0％） 2021年10月期第３四半期 200百万円（△20.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年10月期第３四半期 95.73 －

2021年10月期第３四半期 62.87 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年10月期第３四半期 13,074 3,837 29.3

2021年10月期 13,423 3,735 27.8

（参考）自己資本 2022年10月期第３四半期 3,837百万円 2021年10月期 3,735百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年10月期 － 14.00 － 14.00 28.00

2022年10月期 － 15.00 －

2022年10月期（予想） 16.00 31.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,667 9.8 617 36.7 546 43.0 362 40.4 114.09

１．2022年10月期第３四半期の連結業績（2021年11月１日～2022年７月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

　　　配当予想の修正は、本日公表いたしました「業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご

　　　覧ください。

３．2022年10月期の連結業績予想（2021年11月１日～2022年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

　　　業績予想の修正は、本日公表いたしました「業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご

　　　覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年10月期３Ｑ 3,181,000株 2021年10月期 3,181,000株

②  期末自己株式数 2022年10月期３Ｑ 186株 2021年10月期 186株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年10月期３Ｑ 3,180,814株 2021年10月期３Ｑ 3,180,814株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規    －    社  （社名）                        、除外    －    社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
（注）詳細は、添付資料７ページ「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特

有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ

「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、ワク

チン接種や感染対策の普及から社会経済活動の制限が徐々に緩和され回復の兆候が見られました。一方、変異株に

よる感染の再拡大、ウクライナ情勢の長期化による資源価格の高騰、金融資本市場の変動など先行きは依然として

不透明な状況にあります。

当社グループが属する不動産業界におきましては、オフィス市況は軟調な状態が続く一方、賃貸住宅の賃料水準

にはほぼ影響も見られず、堅調に推移しております。

このような状況の下、当社グループは賃貸事業用不動産の運営管理事業で安定収益を確保しつつ、都心部にフォ

ーカスした賃貸物件の企画開発に注力し優良な社有物件を増加させてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績として、売上高は2,991,250千円（前年同期：2,627,276千円、

前年同期比：13.9％増）、営業利益は513,024千円（前年同期：350,912千円、前年同期比：46.2％増）、経常利益

は460,880千円（前年同期：300,225千円、前年同期比：53.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

304,502千円（前年同期：199,962千円、前年同期比：52.3％増）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

＜運営管理事業＞

　当セグメントにおきましては、賃貸事業用不動産（社有及びサブリース物件）の運営、管理受託物件のサービス

提供にあたり、品質の向上を主眼にグループ一丸で取り組んでまいりました。業務の効率化、システム化も順調に

進捗し、入居者サービス用アプリが各種事務手続きを簡素化し、迅速で円滑な情報共有を実現するなど効果を発揮

しております。この結果、運営管理事業の売上高は2,146,327千円（前年同期：2,135,378千円、前年同期比：

0.5％増）、セグメント利益は419,215千円（前年同期：384,399千円、前年同期比：9.1％増）となりました。

＜開発販売事業＞

　当セグメントにおきましては、賃貸事業用マンション３棟（62室）を販売致しました。この結果、開発販売事業

の売上高は849,467千円（前年同期：491,898千円、前年同期比：72.7％増）、セグメント利益は212,264千円（前

年同期：81,740千円、前年同期比：159.7％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の状況）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は13,074,202千円となり、前連結会計年度末に比べ349,455千円減

少しました。これは主として、社有物件の売却及び保有目的変更等により販売用不動産が1,134,203千円減少し、

プロジェクト完成振替及び保有目的変更等により建物及び構築物が446,543千円、新たに開発用地を取得したこと

等により土地が479,577千円増加したものであります。

（負債の状況）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は9,237,185千円となり、前連結会計年度末に比べ451,358千円減

少しました。これは主として、借入金の減少677,956千円であります。

（純資産の状況）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は3,837,016千円となり、前連結会計年度末に比べ101,902千円増加

しました。これは主として、利益剰余金の増加103,158千円であります。これらの結果、自己資本比率は29.3％と

なりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想については、2021年12月14日に公表した予想値を変更しております。詳細は、本日公表いたしま

した「業績予想の修正及び配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,027,605 975,791

営業未収入金 32,904 40,963

販売用不動産 4,116,583 2,982,380

その他 24,169 26,534

貸倒引当金 △522 △1,140

流動資産合計 5,200,740 4,024,529

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,540,508 3,987,052

土地 4,088,955 4,568,533

建設仮勘定 169,834 27,621

その他（純額） 15,291 14,641

有形固定資産合計 7,814,590 8,597,847

無形固定資産 13,157 11,915

投資その他の資産 395,169 439,909

固定資産合計 8,222,917 9,049,672

資産合計 13,423,658 13,074,202

負債の部

流動負債

営業未払金 33,134 59,494

短期借入金 150,000 －

１年内返済予定の長期借入金 440,359 795,216

未払法人税等 51,816 90,943

賞与引当金 3,738 1,368

その他 198,345 331,995

流動負債合計 877,393 1,279,016

固定負債

長期借入金 8,430,875 7,548,061

その他 380,275 410,107

固定負債合計 8,811,150 7,958,168

負債合計 9,688,543 9,237,185

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 167,208 167,208

資本剰余金 66,058 66,058

利益剰余金 3,497,792 3,600,950

自己株式 △144 △144

株主資本合計 3,730,914 3,834,072

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,199 2,943

その他の包括利益累計額合計 4,199 2,943

純資産合計 3,735,114 3,837,016

負債純資産合計 13,423,658 13,074,202
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年11月１日
　至　2021年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年11月１日

　至　2022年７月31日)

売上高 2,627,276 2,991,250

売上原価 1,852,616 2,073,636

売上総利益 774,660 917,613

販売費及び一般管理費 423,747 404,589

営業利益 350,912 513,024

営業外収益

受取利息 10 9

受取配当金 － 221

保険配当金 256 67

未払配当金除斥益 145 185

助成金収入 271 －

その他 543 51

営業外収益合計 1,226 535

営業外費用

支払利息 51,694 52,605

その他 219 73

営業外費用合計 51,914 52,679

経常利益 300,225 460,880

税金等調整前四半期純利益 300,225 460,880

法人税等 100,262 156,377

四半期純利益 199,962 304,502

親会社株主に帰属する四半期純利益 199,962 304,502

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年11月１日
　至　2021年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年11月１日

　至　2022年７月31日)

四半期純利益 199,962 304,502

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 799 △1,255

その他の包括利益合計 799 △1,255

四半期包括利益 200,762 303,247

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 200,762 303,247

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、利益剰余金の期首残高は109,101千円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の損益

に与える影響は軽微であります。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結会計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

運営管理事業 開発販売事業

売上高

外部顧客への売上高 2,135,378 491,898 2,627,276 － 2,627,276

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 2,135,378 491,898 2,627,276 － 2,627,276

セグメント利益 384,399 81,740 466,140 △115,227 350,912

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

運営管理事業 開発販売事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 418,437 849,467 1,267,904 － 1,267,904

その他の収益（注）３ 1,723,345 － 1,723,345 － 1,723,345

外部顧客への売上高 2,141,782 849,467 2,991,250 － 2,991,250

セグメント間の内部売上高又は振替高 4,545 － 4,545 △4,545 －

計 2,146,327 849,467 2,995,795 △4,545 2,991,250

セグメント利益 419,215 212,264 631,480 △118,456 513,024

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年11月１日　至2021年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△115,227千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用は主に親会社本社の管理部門

に係る費用です。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年11月１日　至2022年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△118,456千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用は主に親会社本社の管理部門

に係る費用です。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　　　３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入等であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計年度の期首より収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変

更しております。この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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